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中国における英語教育の現状
日本の英語教育を再考するために
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は じ め に
中 国 が改 革 開放 政策 を とっ て以 来 、経 済 活動 は活発化 し 、近 年 の 経済 発 展 はめ ざ まし く、 昨 今 の
石 油 や鉄 鋼 な どの高騰 は中 国 の需 要 が影 響 し てい る。 経済 の発 展 は一 国 内だ け で達成 で きる もの で
は ない 。 当然諸 外 国 との交 易 が必 要 で あ る。 そ のた めの手 段 とし て 外国 語教 育 が必 要 であ る。
中 国 の大 学受 験 生 の学部 人気 度 を 見 て も、 い か に経 済発 展 が目 覚 まし い かが 分 かる。 人気 度 は世
界 経済・経営、 コ ンピ ュ ータ、 外 国語( 英語) 、 法 律 の順 で 、医 学 は 最低 の人 気 だ そう であ る。 あ る
大学 教 授 は、 優秀 な人 材 が医学 部 に 集 まらない ので将 来 が危 惧 され る と言っ て いた。 医 学 は地 味 で
投 資が 大 きい 割 には儲 か ら ない職 種 な ので あ る。 中国 は、 改 革開 放以 来 急速 に資本 主義 社 会 との交
流 が盛 ん に なった 。 そ の手 段 とし て 、 ロ シア語 に代 わっ て英 語・ 日 本語 教育 が 主流 となっ た。 経 済
的 発展 と共 にそ の必 要性 は増 す ばか り であ る。 特 に英 語教 育 が最 重 要視 さ れ てい る。
改 革 解 放前 は外 国語 とい えばロ シ ア語 で あっ た が、 英語 が こ れに取 っ て代 わり、 ロ シ ア語 は一 番
人 気 のな い外 国語 に なっ てし まっ た そ うで あ る。英 語に 次 ぐ人 気外 国語 は日 本語 であ る。書 店 で は、
英 語 に次 い で日本 語 の学習 教 材、 資 格 試験受 験 教 材 が大 きな スペ ー スを占 め てい る。大 学英 語 考 試(CollageEnglishTest,CET)
、 全 国公 共 英 語等 級 考 試(PETS) 、TOEFL 、TOEIC な ど の資格 検定
学 習 書が 目立 つ。以 前は 中学 か ら行 わ れて い た英 語教育 が 、小 学校3 、4 年か ら行 われ、2003 年 か ら
は重点 実 験 小学校 で ない一 般 小学 校 で も1 年生 か ら始め る との こ とで あ る。 都 市 部か ら始 め、 何 年
かの 猶予 が あ るが早 晩全 国 で1 年生 か ら 導入 す る との こ とで あ る。
これ ほ ど盛 んに行 わ れて い る英 語 教育 が教 育 の現場 で は どの よう に 行 われ てい る のか。 筆 者は 数
年 にわ た り沿海 部 の大都 市 と内 陸部 の 小学 校 か ら大 学 まで の学校 の教 室 で授業 参 観、 教 師 との意 見
交換 を し て きた。 こ れを基 に、 中国 にお け る英 語教 育 の現状 と大 学 英 語 試験(CollegeEnglishTest 、CET)
つ い て考察 した い。
1 。 中 国 の教 育制 度
中国の教育制度は、初等教育、中等教育、高等教育に分けられ、日本とほぽ同じ6 ／3／3／4 制で
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あるとの認識である。従って、休学して1 年間程英語圏へ語学研修 に行ったり、卒業後英語 をもの




「中華英才網」（2002 年9 月）が発表した北京、上海などの大都市で行われた収入調査 に言及して
い る。この調査によると、英語習得が高収入のための最重要な条件であることを明らかにし てい る。
（桐原教育ネット 『ペリパトス』4 号http://www.kirihara-kyoiku.net/peripatos/04/01.html ）
この調査によると、外国語上級者の平均年収は5 万3378 元、中級者の平均年収 は3 万1211 元であ
る。この調査対象者の81 ％が大卒者である。修士号取得者の平均年収 は6 万618 元で、博士号取得者
の5 万7991 元より4.5％高かった。」（「人民網日本語版」2002 年9 月）
一概にはいえないが、中国の平均給与 は、都市部で月収3 万円、地方都市で1.5～2 万円、内陸部
の農村で年収3 ～5 万円程度である。一家 の収入としては夫婦共稼ぎが多いので その倍 とみれば よ
い。内モンゴルの田舎町のある住民は月収夫婦で2 万円程度、若い女性の役所の初任月給5000 円だ
そうである。
教 え子たちの中国での就職状況を見ると、外国の大学卒業だけでは国内の大学卒業者 と給与 に差
はない。留学以 前に職歴のあ るものはそれなりに高く評価される。海外の大卒で月収2000 元～3000




も現地採用給与適用が多くなっているようだ。外国語即高収 という図式 は、外国語学習 の動機付け
の大 きな要因である。日本で も外国語に堪能であることは当然就職に有利ではあるが、 これほど深
刻 には学生 に受 け止められてはいない。日本には大学の卒業要件としての英語検定試験 もない。社
会 も就職の絶対条件として検定資格を要求しない。社会的環境からくるこのモチベ ーションの違い
は学習成果を左右するもので、中国 と日本の外国語教育の決定的違いといえる。















1999年～2000 年実施のCBT のTOEFL 平均 スコア
中国 韓国 日本
リスニング 53 51 50
文法・構文・ライティング 58 54 51
リーディング 57 56 51
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比較項目 日本人の平均スコア 181国・地域 アジア26 国地域
聴解力 49点 101位 20位
文法・文章表現力 50点 103位 14位
語彙・読解力 49点 107位 19位






























れば、その方が効果的 なのかもしれない。英語英文科以外で は、やや もすれば、英語の授業では学
部の専門性に直結する語彙を増やし てくれれば、 それで よい という意見もあるくらいだ。日本人英
語教師の大部分は英語英文学科出身 の人なので、どうしても自分の得意とする英語学的内容、英米
文学作品、異文化理解、あるいは、学部の専門教育に配慮して専門科目の入門書的な教材を選ぶ傾
向がある。教授内容は、 とかく内容理解、解説的内容 になる。 実用的スキルとしての英語教育では
ない場合が多い。一冊のテキストの内容を味読する旧来の教育をやめて、 実用的総合的英語運用英
語教育に変えなければならないことを痛感 する。
近年 は、スキルとしての実用英語 を教 えよう とする傾向 が強 まってい る。そのた めTOEFL 、TOEIC
、英検などの資格への関心が高まりつつあるため、LL やCALL システムを使った授業が行
われるようになったが、 これとて も万能ではない。学生 は授業だけに依存するのではなく、意欲を
持って自習する姿勢を持 たなければならない。海外の語学研修 に参加することや短期留学をするこ
とは、モチベーションをつける意味で良いことである。中国のように語学力 ＝経済的エリート とい
う社会的要求や卒業のために大学英語試験合格 という関門 もなく、豊 かさの中に安住で きる現状に
あって は、海外体験による動機付けは効果的である。
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コース外の生徒は週5 時間であるが、このコースの生徒は週10時間である。高2・高3 の英語のテキ


























るところであった。生徒数920名。1 学年(7 歳)～5 学年までの5 年制1 学年4 クラス。英語教育
は3 学年から始まる。
英 語：1 時間／週
モンゴル語：1、2 学年は10時間／週、3、4v5 学年は8 時間／週























の授業（64人）であった。Directmethod であった。英語の学習を始めてから1 年6 ヶ月というのに
教師の授業運用のために話す英語（かなり程度が高く、ナチュラルスピード）が理解できること、
銀川市第3 中高等学校英語の授業風景 銀川市第3 中高等学校で筆者と生徒との対話





校を訪問した。中国の小中高には一般校 と実験重点校 とがある。 この中学校は一般校 とのこ と。中
学2 年生 （第8 年級） の第2 学期の初めての授業を参観。教師は女性の李先生。 クラスは教室満席
の50 人 の生徒。私語のない熱心な生徒。授業 は英語で運営。過去形 の学習。スキッドを使ったStory-telling
、Listeningandtrue-or-falsequestions.Readingandtrue-or-falsequestions な ど。英語を聞く
力 、話 す力 は、同学年の日本人生徒は及ばない。大学生で も多 くのものは及ばないのではないか。

























年2 月と2004 年9 月訪問。筆者の勤務 する大学の協定校である。英文学科2 年生の授業 を参
観した。20 分ほど頂いて、学生の質問に答えた。寧夏大学の学生よりこの学院の学生の方が、積極
性 に欠けるようだ。両大学生 とも日常生活に不自由のない英会話能力があ る。当学院の英文科に入
学 する学生は入学時に英語で行われる授業 についていけるだけの英語力 があるそうである。貿易、
国際経済などを専門 とする大学であるので英語のできる学生が集 まる。英文 科の学生は2 年次で6
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国語だともいえる。今 までは小学校3 年から英語教育が行われたが、2005 年から重点実験小学校で
ない一般小学校でも1 年生から始めるとのことである。都市部から始め、何年かの猶予があるが早
晩全国で1 年生から導入すると聞いた。TOEFL 、TOEIC を含むいろいろな試験が普及しているが、
中で も次の2 つは一般的であ る。1
）全国公共英語等級考試 （PETS ）BusinessEnglish
（実用英語）で、1 級から5 級 まである。1
級:1200 語、中学、高校入学程度2






級（Bound4 ）: 英語英文専攻以 外の大学生は卒業 までに合格することが求められる。国家
公務員の条件。6
級（Bound6 ）: 英語英文専攻以 外の優秀学生の条件。大学院入学条件。8
級（Bound8 ）:CET-4 、次にCET-6 で優秀点 をとり、口実試験で上位点の ものが受験す
る最上級試験。英語英文専攻の学生、大学院修了者に求められる英語力。
上海対外貿易学院の英語教員 （雷先生）の話では、当校の英語科学生は、2 年生で4 級合格者は100
％、4 年生で8 級合格者 は80％ とのことであった。3
）大学入試（七大学入試）における外国語
これは、中央教育部によって行 われる日本のセンター入試に相当する。7月7 日～9 日に実施
される。外国語は英語・日本語・ロ シア語・フランス語・ド イツ語 のうちから選択。外国語大
学は90点以上、文化系は60点以上。交通大学 は物理・数学・英語を重 んじ る。
(1） 大学英語四六級考試（C011egeEnglishTest,CET ）の概要




科目の標準化教学試験（英語能力試験）である。大学英語4 級試験と大学英語6 級試験の2 種類があり、CET-4 あ
るいはCET-6 と表記する。受験した合格者に大学英語4 級あるいは6 級の合格証書を与え、成績優秀の合格者に
256
「優秀」合格証書を授与する。





申込受付は毎年3 月と9 月に行う。指定期間内に指定場所で申込まなければならない。申し込 み期限終了後は
受理しない。




）大学で4 級あるいは6 級までの英語授業を修了した本科生（4 年制の大学生）2
）同レベルの専科生（3 年制の大学生）や修士課程学生も大学の許可を得て受験できる。3)
同学部レベルの夜間部や通信教育の大学生も大学の許可を得て受験できる。4


























受験者は、CET-4 、CET-6 の合格証書を取得した在校生で、且つ4 級の成績が80点以上（80点含む）あるいは6
級の成績が75点以上(75 点含む）でならねばならない。大学英語口述試験は、毎年5 月、H 月に行う。申込期日





年以降、1 月と6 月の年2 回実施され、毎年240 万人が受験し ている。試験内容は聴解、読解、総合
運用力、短文作成である。
大学 の英語授業の内容は「大学英語教学大綱」 によって全国統一 的に規定されている。従って、
大学の英語教育は、CET に合格 するという目的に添 った教材を使用し指導することであって、日本



















英 検 準1 級～l 級
TOEIC 650～850
TOEFL 520～650

















































〔試巻1 〕試験時間:75 分間、設問数:70 問 配点70点
〔試巻2 〕試験時間:35 分間、誤所訂正10間、10点 作文1 問、20点
合 計 試験時間：正味no 分、100点満点
〈問題内容〉 例として各々第1 問のみを記す。設問文はすべて英語で書かれていて，回答例が付いている。PartIListeningComprehension(
毎題1 分，共20分)
〔SectionA 〕 同様な問題が全10 問。下記は〔設問1 〕。















〔選 択 肢 〕Question//to13arebasedonthepassageyouhavejustheard.H.A)Experienceinnegotiating.B)Ahighlevelofintelligence.C)Thetimetheyspendonpreparation.D)Theamountofpaytheyreceive.12.A)Studythecasecarefullybeforehand.B)Sticktoasettarget.C)Appearfriendlytotheotherparty.D)Trytobeflexibleabouttheirterms.13.A)Makesurehereisnomisunderstanding.B)Trytopersuadebygivingvariousreasons.C)Repeatthesamereasons.D)Listencarefullyandpatientlytotheotherparty.PartIIReadingComprehension4







眼 准 器 上 的十 字 蚊)thatcanbemovedacrossthemap(youhaveseveralchoicesofmapscale)topickapointyo
しj'dliketogetto.Audi'sscreencanbeswitchedtoTVreception.Eventhevoicesthatrecitethedirectionscandiffer,withbettersystemslikeBMW'sandLexus'shavingawidervocabulary.TheinstructionsareavailableinFrench,German,Spanish,DutchandItalian,aswellasEnglish.Thedrivercanalsochooseparametersfordeterminingtheroute:fastest.shortestornofreeways(
高 速 公 路),forexample.




















A ）impulseB ）insanity C ）inspiration
42.ThePrimeMinisterwasfollowedbyfiveorsix
A ）laymenB ）servants43.ThereisnodoubtthattheC ）directors











































S7.co-operate →co-op rate S8.whe
→in/through
oldhuntinglife,wereputtoanewuse-thatofpenning( 把……朕中圏中),S9.were →was









恨 仮 作 是 李 明 、 慎作 就 本 校 食 堂 的 状 況 拾 校 長 写 一 封 信 、 内 容 座 渉 及 食 堂 的 飯 菜 漬量 、 愉 格 、 坏境 、 服 務 等 、
可 以 是 表 揚 。可 以 是 批 坪 建 攻 、 也可 以 兼 而 有 之 。（仮 にあ な た の 名 前 を李 明 と し て 、大 学 の 学 長 に 食 堂 の 現 状
を訴 え る 手 紙 を 出 す こ と に し ます。 内 容 は 食 堂 の 食 事 の 質 量 、 値 段 、 環 境 、 サ ー ビ ス な ど を評 価 す る もの で
も 批判 す る も の で も 、 そ の 両 方 で も よ い ）
（下 記 の 作 文 例 は中 国 致 公 出 版 社:2004 版 「英 語6 級 考 試 」 よ り 転 記 ）















中国の英語教育と大学英語四六級試験 について日本の英語教育 と比較して考察した。 日本 と違 う
ところは、語学力に対する社会的 要求、学生の意欲・目的意識、教育 の目的 と指導方法と内容のす
べてにおいてある。決定的な相違 は、国家的な統一試験に合格するための教育であるというの点で
あ る。教育部 （日本の文部科学省 に相当）の高等教育司が主管し、全国統一的に規定されてい る単
科目の標準化教学試験（英語能力 試験）として大学英語4 級と6 級試験が設けられている。「その目
的は、「大学英語教学大綱」に定めた大学英語4 級と6 級の教学的 要求 に基づいて、大学生 の英語能
力 の水準を測定し、大学の英語教育水準を高めることを目的 とする。」
これは、われわれ日本の大学 で英語を教える者としては大変 参考になる教育政策である。 このシ




は学生 と英語の教師にとって最大 の刺激であり動機付けにな ることは間違いない。
そのためには、教員間の合意が第一で、その上で、明確な目標 と手段を含 むプログラム化、 そし
て教材の選定・開発が必 要である。あるい は、TOEFL 、TOEIC 、英検などを目標にした指導が可能
で ある。筆者の所属す る学部では、スキル としての英語能力の養成を念頭において、外国人 教師の
多用、LL ／CALL 一System の利用、資格試験に対応した授業科目の設定、英語授業科目の増加、任
意ではあるが課外英語（英会話コースとTOEIC コース）の開設、英語による専門科目授業 の開講、
海外語学・専門科目研修、留学を試 みている。かなりの効果 は期待できると信じるが、し ばらく待
だなければならない。
筆者は、中国のCET の方式 を参考にして、学部内の英語教育方式 を考案したい と思っている。
